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県学校保健会表彰（10 月 23 日）

○特　別　功　労
猪狩　民生   先生（長崎市） 天野　力太   先生（南　高）

今西　建夫   先生（長崎市）  　   市村　經敏   先生（南　高）

片山　和弘   先生（長崎市）　　　 草野　　茂   先生（南　高）

最勝寺正智   先生（佐世保市）　　 副島　慎一   先生（南　高）

山﨑　恵三   先生（佐世保市）　　 中村　晋作   先生（南　高）

小野　靖彦   先生（諫　早）　　　 永吉　俊郎   先生（南　高）

石田　賢二   先生（大村市）　　   塩見　秀明   先生（対馬市）

小田　　孝   先生（五　島）　

○永　年　功　労　　　 
柴田　茂守   先生（長崎市） 　 　 山下　義文   先生（五　島）

犬塚　　祥   先生（佐世保市）  　 松尾　　剛   先生（東彼杵郡）

犬塚　　幹   先生（佐世保市）　　 本川　浩一   先生（西彼杵）

穐山　明正   先生（諫　早）　　　 山中　秀夫   先生（西彼杵）

藤原　　隆   先生（諫　早）　　　 佐藤　哲也   先生（南　高）

山口　　実   先生（諫　早） 　 　 哲翁　和博   先生（南　高）

髙尾　雅已   先生（島原市）　　　 本田　雅也   先生（南　高）

德永　清治   先生（島原市）　　　 川村　純生   先生（北松浦）

県民表彰（11 月 23 日）

○保 健 ・ 環 境
青柳　　潔   先生（長崎大学）　

○教　育　文　化　　　 
牟田　隆也   先生（長崎市）

野田　弘之   先生（諫　早）

南野　　毅   先生（大村市）

《 長崎新聞　令和 7年 11 月 24 日朝刊より 》
※新聞記事のレイアウトを変更しております。新

聞
掲
載
記
事
よ
り

　

わ
が
国
の
国
民
は
原
則

と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
公
的

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
日
本

独
特
の
医
療
保
険
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
お
か
げ

で
、
国
民
は
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
平
等
で
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
も
と
で
は
、

毎
月
定
め
ら
れ
た
保
険
料
を

加
入
す
る
保
険
者
に
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
に

は
、
生
涯
に
わ
た
り
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
人
に
と
っ

て
保
険
料
は
納
め
る
だ
け
の

「
払
い
損
」
と
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、

大
き
な
病
気
に
か
か
り
高
額

な
医
療
費
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
で

あ
っ
て
も
、
比
較
的
少
な
い

自
己
負
担
額
で
国
が
定
め
る

最
高
の
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

外
国
で
は
、
加
入
し
て
い

る
保
険
に
応
じ
、
支
払
う
自

己
負
担
も
違
え
ば
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
医
療
も
異
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
病
気
を

し
た
と
き
に
十
分
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
わ
が

国
の
平
均
寿
命
が
世
界
一
で

あ
る
の
は
、
こ
の
制
度
の
お

か
げ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
保
険
に
は
、
1
次
産

業
や
自
営
業
の
人
た
ち
が

加
入
す
る
県
が
運
営
す
る

国
民
健
康
保
険
、
会
社
員
が

加
入
す
る
中
小
企
業
が
共

同
で
運
営
す
る
協
会
け
ん

ぽ
、
大
企
業
な
ど
が
独
自
で

運
営
す
る
組
合
健
保
、
共
済

組
合
が
運
営
す
る
医
療
保

険
。
そ
れ
と
75
歳
以
上
の
高

齢
者
が
加
入
す
る
後
期
高

齢
者
保
険
が
あ
り
ま
す
。
仕

事
を
変
わ
る
た
び
に
、
公
的

保
険
の
脱
退
加
入
の
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
は
医
療
費
が
高
騰

し
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
の

多
く
は
後
期
高
齢
者
に
よ

る
も
の
で
す
。
15
歳
か
ら
44

歳
の
層
と
比
較
す
る
と
、
1

人
当
た
り
の
医
療
費
は
約

7
・
5
倍
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
後
期
高
齢
者
保
険
は
納

め
ら
れ
た
保
険
料
や
国
の

支
援
だ
け
で
は
十
分
賄
え

ず
、
他
の
保
険
者
か
ら
支
援

を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
他
の
被
保
険
者
の
保
険

料
が
増
え
、
給
与
の
手
取
り

が
減
っ
て
不
満
が
出
て
い

ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
の

在
り
方
も
考
え
る
時
期
に

来
て
い
ま
す
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
は
国

（
公
助
）
と
保
険
者
（
共
助
）、

加
入
者
で
あ
る
被
保
険
者

（
自
助
）
の
三
者
の
助
け
合

い
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

高
騰
す
る
医
療
費
で
各
保
険

者
は
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安

全
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
た
め
に
は
こ
の
制
度
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

各
自
が
健
康
な
生
活
に
気
を

配
り
、
健
診
で
病
気
の
早
期

発
見
に
努
め
る
こ
と
で
医
療

費
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
単
に
医
療
費
を
抑
制

す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
が

本
制
度
の
内
容
と
重
要
性
を

理
解
し
、
維
持
す
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
考
え
る
時
期

に
来
て
い
ま
す
。

�

（
県
医
師
会
）

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

　この欄では県医師会が医療制度全般の質
問にお答えします。質問希望の方は知りた

い内容を分かりやすくまとめ、〒852－8601、長崎市茂里町3の1、長崎
新聞社生活文化部「医療制度Q＆A」係までお送りください。不明な点
をお聞きする場合がありますので住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
明記してください。なお、直接本人への回答はいたしません。

国
民
皆
保
険
は
必
要
か

医
療
費
抑
制

が

課

題

【
質
問
】
国
民
皆
保
険
制
度
は
必
要
で
す
か
。

�

（
20
歳
、
学
生
）

質問をどうぞ

安
全
安
心
な
生
活
に
不
可
欠

安
全
安
心
な
生
活
に
不
可
欠




